
大阪のベッドタウン橋本市
・1980年代から2000年代前半に大規模住宅団地を開発

⇒ 2000年までは大阪等からの流入により人口が増加

⇒ 2000年以降人口減少に転じ、高齢化率も増加

・2006年以降工業団地の整備等による企業誘致に取組
⇒ 地域の雇用を創出し、人口流出を食い止める努力

＜橋本市拡大図＞ 至難波
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【2006年以降】

・50社と進出協定締結

・41社が操業

・1,364名の雇用

凡例
住宅団地
工業団地

和歌山県資料

住
宅

1．城山台 （1980年）

2．三石台 （1987年）

3．小峰台 （1991年）

4．あやの台 （2001年）

5．紀ノ光台 （2009年）

工
業

3・5．紀北橋本エコヒルズ（2009年）

6．あやの台北部用地（2024年予定）

至五條

電車で約40分
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